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的ではなく,あらかじめ全体を自動生成) といえる。実際,大島 [1] では,数式処理ソフ

























我々の仮説における条件 「十分な数の選択肢を提示」 と,暗黙的な前提条件の 「受験
毎や受験者毎の問題提示」 を満たすためには,一定の条件を満たす多数の問題を自動生




2.1 Moodle XML Questions Generator
Moodle の評価を行うモジュール 「Quiz Activity」 では,GUI を用いて問題を作成す
ることが可能 (数式については,MathJaxによるTffl 表現が利用可能) であるが,多
数の問題を作成することは難しい。今回は,Moodleの問題バンクに取り込むことが可
能なファイル形式である 「Moodle XML Format」 2を活用し,Mathematica 内で問題
の自動生成,問題の Moodle XML形式への出力を行い,結果のファイルを Moodle に取
り込むことで多数の問題生成を実現する。我々は,この枠組みを実現するMathematica






に渡すことで,Moodle が取り込み可能な XML ファイルに出力できる。
Export [f’yoUr XML filename”,
GenerateQuest ionSet [
\{
{ratio, \{^{1\mathfrak{l}}question group name‐l”,
QuestionText-1 . QuestionGenerate -\mathrm{i},
\mathrm{A}n\mathrm{s}\mathrm{w}\mathrm{e}\mathrm{r}\mathrm{T}\mathrm{e}\mathrm{x}\mathrm{t}_{-}1 . InCorrectGenerate-1 . arguments list‐l}},
{ratio, \{||question group name‐n”,
QuestionText -\mathrm{n} , QuestionGenerate -\mathrm{n},
AnswerText -\mathrm{n} , InCorrectGenerate -\mathrm{n} , arguments list‐n}}
\}.
number of quizzes, tIquestion set nane
動作の仕組み1 (GenerateQuestio Set による問題生成過程)
 $\lambda$;_{\mathrm{D}:} QuestionTe \mathrm{t} , QuestionGenerate, AnswerTextt, InCorrectGenerate などの指定













今回のパッケージでは基本的に正答 (100) と誤答 (0) にしか対応していない。
{設問毎の独自のデータ形式による具体的な設問データ,{100, 正答データ}}




\bullet InCorrectGenerate [arguments‐. question‐]
前述の設問データを第二引数にとり,それに応じて,次の形式で複数の誤答を生
成し返すことが期待される。なお,今回のパッケージでは,  0 の部分を100とすれ
ば,それは複数ある正答の1つとして取り扱われる。
{\{0 , 誤答データ}. { 0 , 誤答データ}. . . . , { 0 , 誤答データ}}
\bullet AnswerText [arguments‐, answer‐]









線形代数1 1年次対象,第1クォーター (講義7.5+試験0.5 コマ) , 履修者32名
\bullet 概要 : 一般の行列とベクトルを演算とともに導入し,平面の1次変換や一般
次元空間上の1次変換を経て , 連立1次方程式の掃き出し法による解法まで
線形代数2 1年次対象,第2クォーター (講義7.5+試験0.5 コマ) , 履修者23名
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\bullet 概要 : 逆行列の導入とその掃き出し法による計算,行列式の導入とその計算,
様々な行列式,行列式による連立1次方程式の解法や逆行列の計算など
なお,どちらの講義においても,Moodleの小テスト (今回のパッケージによる実践部





























1 & 5 & {\$}\\













































\leftarrow-.’ (1, 1)雲素,(2, 2)裏素,(3, 1》要素,(4,  1\rangle裏素  $\iota$..\mathrm{I}\neg  $\alpha$+1\neq 0
\mathrm{t}  $\alpha$-1\neq 0--{}^{\mathrm{t}}\grave{i} (4,1》要棄
(2,  2\rangle饗豪  $\alpha$=-\displaystyle \frac{1}{{\$}}
\mathfrak{i}_{j}^{-}\backslash -\cdot 《3, 1 》雲棄  $\alpha$=-\displaystyle \frac{ $\varepsilon$}{0}
|\backslash _{-} $\gamma$, (1,  2\rangle要素,(2, 2)要素,(3, 1)要豪,(4, 1 \}要素 |--!\backslash 4 $\alpha$+1\neq 0
1^{-}\vee! (l,2)要素,(2, 1)要豪, (3,  1) $\Xi$素, (4,  1)\yen素  $\alpha$-3\neq 0
|.l\star^{-}-, \langle 1, 2》塁素  4 $\alpha$+1\neq 0
図2: 実際の Moodle 上での小テストの提示例
線形代数1 (18種類) \mathbb{R}^{2\mathrm{x}2} におけるベクトルを含む行列演算, \mathbb{R}^{2\mathrm{x}2} におけるベクトル
を含む行列演算の複数の組み合わせ, \mathbb{R}^{2\mathrm{x}2} における線型変換による像, \mathbb{R}^{n\mathrm{x}m} に


















|_{-\mathrm{s}}^{4}-20 -1004 -5-3{\$} 2 -2-\S-24|
1つ選択してくだa):
-2\mathrm{x}\left|\begin{array}{lll}
4 & 2 & -2\\
-\mathrm{l} & -s & -{\$}\\
 0 & - $\varepsilon$ & 4
\end{array}\right|+3\mathrm{x}\left|\begin{array}{lll}
4 & 2 & -2\\
0 & -{\$} & -{\$}\\
-{\$} & -3 & 4
\end{array}\right|+3\mathrm{x}\left|\begin{array}{lll}
4 & 4 & -2\\
0 & -1 & -l\\
-{\$} & 0 & 4
\end{array}\right|+2\mathrm{x}\left|\begin{array}{lll}
4 & 4 & 2\\
0 & -1 & -{\$}\\
-{\$} & 0 & -5
\end{array}\right|
$\Gamma$_{1}\vee\cdot +4\mathrm{x}\left|\begin{array}{lll}
-1 & -{\$} & -{\$}\\
 0 & {\$} & -2\\
0 & -{\$} & 4
\end{array}\right|-4\mathrm{x}\left|\begin{array}{lll}
4 & 2 & -2\\
\mathrm{O} & {\$} & -2\\
\mathrm{O} & -5 & 4
\end{array}\right|-2\mathrm{x}\left|\begin{array}{lll}
4 & 2 & -2\\
-1 & -{\$} & -{\$}\\
 0 & -5 & 4
\end{array}\right|+2\mathrm{x}|-104 -{\$}{\$} 2 --2-23|
+0\mathrm{x}\left|\begin{array}{lll}
4 & 2 & -2\\
0 & {\$} & -2\\
0 & -{\$} & 4
\end{array}\right|-1\mathrm{x}\left|\begin{array}{lll}
4 & 2 & -2\\
-2 & {\$} & -2\\
-3 & -{\$} & 4
\end{array}\right|+3\mathrm{x}\left|\begin{array}{lll}
4 & 4 & -2\\
-2 & 0 & -2\\
-{\$} & 0 & 4
\end{array}\right|-3\mathrm{x}\left|\begin{array}{lll}
4 & 4 & 2\\
-2 & 0 & 3\\
-{\$} & 0 & -5
\end{array}\right|
-2\mathrm{x}\left|\begin{array}{lll}
4 & 2 & -2\\
-1 & -{\$} & -3\\
0 & -\mathrm{s} & 4
\end{array}\right|+0\mathrm{x}\left|\begin{array}{lll}
4 & 2 & -2\\
0 & -{\$} & -{\$}\\
-{\$} & -5 & 4
\end{array}\right|-3\mathrm{x}\left|\begin{array}{lll}
4 & 4 & -2\\
0 & -1 & -{\$}\\
-{\$} & 0 & 4
\end{array}\right|+2\mathrm{x}\left|\begin{array}{lll}
4 & 4 & 2\\
0 & -1 & -{\$}\\
-{\$} & 0 & -\S
\end{array}\right|
-4\mathrm{x}\left|\begin{array}{lll}
0 & -{\$} & -{\$}\\
-2 & 3 & -2\\
-{\$} & -\S & 4
\end{array}\right|-1 禾 \left|\begin{array}{lll}
4 & 2 & -2\\
-2 & S & -2\\
-{\$} & -8 & 4
\end{array}\right|+3\mathrm{x}\left|\begin{array}{lll}
4 & 2 & -2\\
0 & -3 & -{\$}\\
-{\$} & -5 & 4
\end{array}\right|+0 禾 \left|\begin{array}{lll}
4 & 2 & -2\\
\mathrm{O} & -3 & -{\$}\\

















小テストの問題の 「量 (毎週10問) 」 について感じたことを教えてください
小テストの問題の 「質 (クォリテイ)」 について感じたことを教えてください
表2: 授業振り返りアンケートの結果集計Q2‐Q4
表2は問題の量や質に関するアンケート結果であり,MathJaxによる数式表現が可能





























[1] 大島利雄: 「大学の数学教育における数式処理と  $\Psi$ の活用」 , 研究集会数学ソ
フトウェアとその効果的教育利用に関する研究,数理解析研究所講究録,Vol. 1978,
pp.l‐ll, 2015.
3http://wwwmain. \mathrm{h} .kobe‐u.ac.jp /\sim \mathrm{n}\mathrm{a}\mathrm{g}\mathrm{a}\mathrm{s}\ovalbox{\tt\small REJECT} \mathrm{a}/
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総合的に判断して,Moodleの小テストは授業内容の理解に役立ちましたか
履修時に選択が可能な場合,どれを選びたいですか (他の条件はすべて同一と仮定)
表4: 授業振り返りアンケートの結果集計Q7‐Q8
小テストについて忌揮のない意見を記述してください
何度も違う問題を受けられるところがよかった (補注 :多数)
どこでどう間違ったかの指導や問題の解説が十分に欲しかった (補注 :多数)
結局定期テストは紙でやるので,練習も紙でしたい
10問に無理やり合わせようとしている小テストが多かった気がする
毎週復習することになるのでありがたかった (補注 :多数)
1ページに2問表示ではなくて,すべての問題を1ページにおさめてほしい
通学中に気さくに復習出来て良かった
答えを探すのに時間がかかる。答えから辿らないと解けない問題がある
表5: 授業振り返りアンケートの結果集計 (自由記述の要約抜粋)
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